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著書の菱田信彦は, 川村学園女子大学の文学部国際英語学科教授で, 現
在は学科長を務める。研究分野は, イギリス小説, 英米児童文学, 児童文
学理論で, 中でも児童文学作品における階級, ジェンダー, 人種表象につ





















ド夫人, マシュー, マリラなど, 主要登場人物の何気ない台詞を通じて,
たとえばフランス系カナダ人とイギリス系カナダ人の対立関係が描き出さ
れる。アンの名前は, 旧約聖書の「サムエル記」に登場する預言者サムエ
ルの母, ハンナ (Hannah) に由来すると言う。ヘブライ語で「恵み」
(grace) を意味する名前で, 聖母マリアの母アンナも同源である。一方,
マリラ (Marilla) はケルト系の名前で,「輝く海」(shining sea) を意味す
ると言う。アンは隣人バーリーの池を「輝く湖水」(The Lake of Shining
Waters) と名付けたが, なにやら意味深長である。このほか, アンが両親
のことをマリラたちに話すくだりから, イギリス階級の制度とカナダの階
級意識を対比させるなど, 著者の博識ぶりは枚挙に暇がない。
























































ン（清教徒), スコットランドでプレスビテリアン (長老派) と呼ばれた。
英国教会の首長ジェームズ 1世の迫害を逃れたピューリタンがアメリカ東
海岸に入植したが, 教養人が多く, 新聞の創刊, ハーヴァード大学の設立
を行った。彼らの活動が1776年のアメリカ独立につながったのは言うまで
もない。アン, マシュー, マリラの会話を基に, 著者が長老派の考え方を
懇切丁寧に解説したことで, カスバート兄妹の質素な暮らしぶり, 虚栄を
排除する態度, アンの勤勉ぶりの理由を納得することができた。
以上, 日本人になじみの深い『赤毛のアン』も, 階級, ジェンダー, エ
スニシティに造詣の深い著者の手にかかると, カナダの解剖を見るようで,
知らなかったことが続出である。著者の博識ぶりに心からの敬意を表する
と同時に, とくに『赤毛のアン』のファンには本書を強く薦めたい。
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